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６月８日（日）、山越小学校・山越地域運動会を開催いたしました。前々日のお手伝い
や当日早朝のテント設置、競技への参加など、保護者の皆様にご協力をいただきました。

また、ご来賓や地域の方々からも、本校児童に大きな声援をいただきました。改めて心よ
り感謝申し上げます。 
今年の運動会のテーマ『いけ！とつげき！さいごまであきらめない！』は、児童会代表

委員会が中心となり決まりました。 
私にとって、山越小学校に赴任して初めての運動会です。練習から本番まで、子どもた

ちを見ていて感じたのは、まさに「いけ！とつげき！さいごまであきらめない！」のテー
マそのものの姿だということです。入場から、開会式、各競技へと最初から「いけ！とつ
げき！」と、常に全力疾走でずっと走りつづけているようでした。そこへ、保護者、地域
の皆様方の競技参加もあり、さらに運動会を盛り上げていただきました。私が一番印象深
い競技は、親子競技「ナイスプレイ」です。練習では、得点に大差がついた競技でした。
本番は広いグラウンドでのプレーです。なかなか、相手チームを抜くことができなかった
壁も親子一緒に突破したり、どちらかが犠牲となる作戦だったり、あれよあれよとボール

が入り、結果、勝敗は僅差で大盛り上がりでした。 
そして「１０分間走」。これまで、いっぱい走ってきた後に 10 分間走る！？というの

も衝撃でしたが、競技に向けての子どもたちの意気込みの強さに驚きました。目標をしっ
かり持って、自分は何週目指す！とはっきり言える子供たち、そして、保護者の方だけで

なく、卒業生でもあるご兄弟、地域の方、たくさんの方が一緒に走ってくださっているこ
とです。これまでこの競技に挑んできた先輩のまだやるぞという意気込みや一緒に走って
応援という並走もあるかと思います。いろんな思いが参加してくれた皆さんの分だけ詰ま
っている競技なのだなと感じました。それはまた、子どもたちの力にもなります。 
「いけ！とつげき！さいごまであきらめない！」というパワーいっぱいのテーマの運動
会ですが、パワーだけじゃない、ほっこり優しさがたくさん詰まった運動会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま  ご  こ  ろ 



食育指導で給食の大切さを学びました 

（３・４年生） 

 ６月１９日に食育指導がありました。なぜ給食を食

べるのか、どのような給食の食べ方をしたらよいかを

全校児童で学びました。 

 学習の中では、給食が作られる様子が動画で流れ、 

「こうやってスープが作られているんだ！」と興奮気

味に見ていました。また、お箸の使い方を学び、実際

に豆を箸でつかんでコップに移動させる活動を行いま

した。やってみると意外と難しいようで、「全然とれ

ない！」と奮闘しながら作業していました。 

 給食の時間では実際に「よく噛んで食べる」「ご飯

が口に入っている時はおしゃべりしない」などを意識

して食べることができました。 

 

みんなピア（仲間） 

～ピアサポート学習を終えて～ 
 

 ６月２日（月）、山越小学校では今年初となる 

ピア・サポート学習会が開催されました。今年も、本

校のスクールカウンセラー長野喜美子先生を講師にお

招きし、学習会を実施することができました。 

ピア・サポート活動に取り組むようになって、山越

の子供たちにも少しずつ変化が見られ始めています。

活動をとおして、一人一人のコミュニケーション能力

や人間関係構築機能が向上し、「何を言っても大丈

夫」という安心感から、新しいことやおもしろそうな

ことに挑戦しようとする気持ちが育ってきたのだと思

います。 

これからも山越小学校では、「子供も大人もみんな

ピア（仲間）」を合い言葉に、他者の考えを尊重し思

いやる心を育てていきたいと考えます。 
 

 

 

大成功！「紙芝居」読み聞かせ集会 

あおぞら学級 
 

 ６月１７日（火）の昼休み、図書委員会主催の「紙

芝居」読み聞かせ集会が開催されました。この企画

は、図書委員である小島千弦さんが担当の城前先生と

相談しながら決めたそうです。千弦さんは、この日の

ために何日もかけて紙芝居の作成と練習に力を注ぎま

した。本番でも生き生きとした表情で、役になりきり

演じてくれた千弦さん。とても立派でした！ 

全校の児童・職員、そしてご家族の方にも見守られ

ながら、皆さんの協力のもと、この会は温かな雰囲気

の中で終わることができました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

生活科 野菜や花の栽培を始めました② 
（１・２年生） 

 第２弾の報告です。さて、みんなの意見で「とう

もろこし」を育てることに決定しましたが、ただの

とうもろこしではなく、子ども達も食べたことがあ

る、「ポップコーン」になるとうもろこしを育てる

ことにしました。「ポップコーン」の話をした時、

「え？そんなことできるの？」「バターコーンとか

食べられる？」・・・など、食べたことはあるけ

ど、どうやってスナック菓子のポップコーンになる

かは想像したことがないようでした。（担任の心の

中はしめしめ！）『育てる』＝物事の根本と仕組み

を理解していくことだと思います。低学年の学習

は、たねが生きているという事実を知り、それを育

てながら生命を感じ、生き物を大切にする気持ち

や、食するまでの時間や大変さを学んで欲しいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


